



The UNDOUKAI（Field day : Athletic meeting）as Community Festival 
今泉 隆裕
桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部














































「桐蔭論叢」第 36 号 2017 年 6 月 〈スポーツ健康政策学部研究論文〉
imaizumi Takahiro : Professor, Department of Culture and Sport Policy, Faculty of Culture and Sport Policy, Toin 




























































































































第 40 号、1887 年、引用は、山本・今野前掲

















































































































































































































































































































































この『大日本教育会雑誌』（1883 年 11 月
－1891 年 12 月、1－112 号）に記載されてい
る運動会実施時期について、体育史の今村嘉
雄によれば、1 月（1 回）、2 月（2 回）、3 月
（1 回 ）、4 月（8 回 ）、5 月（1 回 ）、6 月（3
回）、7 月（0 回）、8 月（0 回）、9 月（0 回）、
10 月（2 回）、11 月（8 回）、12 月（5 回）と
なっているという。これをみると気候が良好














日について明治 24 年 6 月 17 日文部省令第 4
号「小学校に於ける祝日大祭日の儀式に関す













2003 年 9 月）は、各市史や『宮崎新報』の
明治 22 年から 30 年までの記事から運動会を
ひろうことで当時の実施状況を調査している。
その開催記録の表をみると、全 51 例中、11
月 3 日開催は 13 例にすぎない。この 51 例の
なかには開催月がわからないものが 6 例ある。













































































































































































40 号、1887 年 4 月、引用は、山本・今野前
掲書）とあり、ほかにも「終会ニ臨テ有志者
ヨリ各生徒ニ菓子ヲ与ヘ」（『大日本教育会雑
誌』第 64 号、1887 年 9 月、引用は、山本・
今野前掲書）、「且戸長簾藤倍平氏よりは生徒
に弁当を贈られたり」（『埼玉教育雑誌』第








































































































第 18 号、2004 年 3 月）、および同「明治
20 年の壮士運動会に関する一考察」（『中
















































の 2 回、大学生 1 回、師範生徒 1 回、中学
生徒 0 回、小学生徒 15 回、師・小・生徒




















研究』第 4 巻第 4 号、1971 年 7 月に指摘
がある。
15） 英隆史前掲論文で紹介された、「古里越野
尾」編集委員会『古里越野尾』（1984 年）
に収載されているもの。
